
(３) 本年度の学校評価

本年度の 生徒の成長を第一に考える学校づくりを推進する。

重点目標 －－ 生徒が良い表情で登下校する学校を目指す －－

－－ 厳しいなかにも愛情のこもった指導を粘り強くおこなう －－

項目(担当) 重点目標 具 体 的 方 策 留 意 事 項

ＰＴＡ行事の 役員会・委員会で、慎重に企画、検討を行う。 ＰＴＡと丁寧に議論を重ねて、工夫を凝らす、

活性化 各種研修会、講演会への参加者を増やす。案内 連絡徹底のため、絆ネットも積極的に活用する。

総 務 部 が保護者の手元に確実に届くようにする。

学校行事の円 行事開催に向けて、早い段階から分掌、学年 新型コロナウィルスの影響が予想されるが、臨

滑な運営 への調整をはかる。生徒に自分達の行事・式典 機応変に対応する。また、負担軽減のため大胆

であることを自覚させる。 に省力化する。

ｶﾘｷｭﾗﾑ・ﾏﾈｼﾞﾒ 昨年度までの動きを継続。各教科、分掌、学 学校全体で取り組む雰囲気を醸成するために、

ﾝﾄの促進 年で PDCA サイクルを回し、学校改善をすすめ 様々な人がｶﾘｷｭﾗﾑ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの取組に関わり、

教 務 部 る。 PDCAに対しての意識を高めること。

授業改善 主体的・対話的で深い学びを意識した授業を 教科や各教員によって意識の差があるので、

どの教科でも行う機会を増やすために、公開授 現職研修等を通じて、意識レベルを高めること。

業時に、それを踏まえた研究授業を行う。

授業時間確保 学校の根幹は授業であることを再認識する。 全職員が、授業時間確保に対する意識を高め

行事検討は、授業時間確保のために、学校全体 てもらうこと。

の最善化を考えて精選する。

生徒の将来を 昨年度までの指導を継続していく。生徒の内 進路指導と関連付けした指導を継続し、自ら

考えた身だし 面からの規範意識を高めるために、教員と生徒 正すことのできる意識を育てる。

生徒指導部 なみ指導・マ が向き合える関係づくりのための機会や時間の

ナー指導 確保

いじめ未然防 面談とアンケートを適切な時期に実施する。 アンケートの実施時期を見直し、面談期間の

止の強化とＳ ＳＮＳに対する正確な知識と危険性について 適切な設定を行う。また学年及び分掌、ＳＳＷ

ＮＳに対する 指導を強化する。 との連携を図る。

指導の強化 外部機関との連携を図る。

入学試験、進 共通テスト導入後の大学入試の環境変化につ 進路情報提供の方法や環境の整備により一層

学試験におけ いて情報提供を行い、受験への対応を図る。 努め、進路意識の向上と学力伸長を図る。

進路指導部 る環境変化へ キャリア教育、就職指導の充実を図り、社会 生徒自身が自己理解と職業研究を深め、ミス

の対応を図る。環境の変化に対応できる就職指導を行う。 マッチのない選択ができるよう指導する。

進路行事や総合探究の実施方法について検討 従来の行事の実績を生かしつつ、新しい手立

し、進路指導体制の改善を図る。 てを検討し、適宜改善を加える。

健康維持と環 新型コロナウィルス感染症への対策を通して 感染症を防ぐために必要かつ正確な知識を適

保健厚生部 境美化に対す 健康を守る態度や行動習慣を身につけさせる。 宜与え続ける。

る意識の向上 健康で安全な学習環境を自ら作り上げる態度 環境をきれいにするだけでなく、汚さないよ

を養う。 うにする意識を高めさせる。

主体性を持っ 生徒会が主体的に取り組むことのできる学校 生徒会自らが主体的に取り組むため、話し合

て生徒会活動 行事にするため、支援や指導を行う。 いや助言を行い学校行事の充実を図る。

特別活動部 や部活動、ボ 部活動のさらなる活性化のための支援や、ボ 充実した部活動の方策を検討し、さらなる部

ランティア活 ランティア活動に積極的に取り組む意識が高ま 活動の活性化をめざす。

動に積極的に るような指導を行う。 情報提供や意義を連絡して、ボランティア活

取り組む意識 動の参加率を高め、地域や社会に貢献する望ま

を作る。 しい資質の向上を図る。

２０２１東浦高校グランドデザインに基づき、「生徒の成長を第一に考える学校づくり」を推進

学校関係者評価を実施する する。

主な評価項目 １ 学校全体の取り組みとしてとして、確かな学力・粘り強い生徒の育成を図る。

２ 学習・進路・生徒指導の取り組みとして、指導方法・指導体制の工夫を行う。

３ 公開授業を活用して、授業改善に努める。

４地域連携として、保護者・地域・町内の中学校・小学校との連携を今以上に強化する。

５ 学校いじめ防止基本方針に基づいて、いじめのない学校を実現する。

６ 教員の働き方改革を進め、生徒に向き合える時間を確保していく。

６ 在校時間等の削減への取り組みは引き続き継続していく。



（４）前年度の学校評価 ア 自己評価結果等

前年度の 生徒の成長を第一に考える学校づくりを推進する。

重点目標 －－ 生徒が良い表情で登下校する学校を目指す －－

－－ 厳しいなかにも愛情のこもった指導を粘り強くおこなう －－

項目(担当) 重点目標 具 体 的 方 策 評価結果と課題

ＰＴＡ行事の 役員会・委員会で、慎重に企画、検討を行う。 コロナウィルス感染症の影響により、行事が

活性化 各種研修会、講演会への参加者を増やす。案内 実施できなかった。感染対策を万全にした上で

総 務 部 が保護者の手元に確実に届くようにする。 の行事実施が引き続き課題である。

学校行事の円 行事開催に向けて、早い段階から分掌、学年 コロナウィルスの感染対策を考えなければな

滑な運営 への調整をはかる。生徒に自分達の行事・式典 らず、例年よりも行事運営に神経を使った。感

であることを自覚させる。 染対策と行事運営の両立が課題である。

ｶﾘｷｭﾗﾑ・ﾏﾈｼﾞﾒ 昨年度までの動きを継続。各教科、分掌、学 現職研修を２回実施し、教科について PDCA
ﾝﾄの促進 年で PDCA サイクルを回し、学校改善をすすめ サイクルを回す。その他については年度末に振

教 務 部 る。 り返った。主体的に行えるかどうかが課題。

授業改善 主体的・対話的で深い学びを意識した授業を 公開授業内で行えるよう働きかけを行った。

どの教科でも行う機会を増やすために、公開授 それを踏まえた授業を行った先生には、現職研

業時に、それを踏まえた研究授業を行う。 修にて授業報告を行い、職員で共有した。さら

に多くの職員が取り組めるかどうかが課題。

授業時間確保 学校の根幹は授業であることを再認識する。 今年度は、授業時間数確保は出来なかった。

行事検討は、授業時間確保のために、学校全体 職員の授業に対する認識については、まだ不十

の最善化を考えて精選する。 分だと思われる。時間はかかるが意識改革をす

る必要がある。

生徒の将来を 生徒の内面からの規範意識を高めるために、 生徒の内面から規範意識が高まるように、定

考えた身だし 教員と生徒が向き合える関係づくりのための機 期的に身だしなみ指導、駅前登校指導を行い、

生徒指導部 なみ指導・マ 会や時間の確保 事後指導まで丁寧に実施した。来年度も継続し

ナー指導 ていきたい。

いじめ未然防 面談とアンケートを適切な時期に実施する。 新型コロナウィルスの影響により外部機関によるＳ

止の強化 ＳＮＳに対する正確な知識と危険性について ＮＳ講話が実施できなかった。そのため全校集会等の

指導を強化する。 講話でＳＮＳの話題を多く取り入れた。来年度もＳＮ

Ｓに関する指導を強化していきたい。

入試制度変更 大学入試における選抜方式の変更情報の収集 ＰＴＡ進路説明会、職員会議、進学者指導

進路指導部 への対応を図 と情報提供を通じ、受験への対応を図る。 にて情報提供を行った。今後も充実させたい。

る。 インターンシップ、就職指導の充実を図り、 職業インタビューを計画したが実施できなか

社会環境の変化に対応できる就職指導を行う。 った。今後も多様な方法を検討したい。

新しい調査書への準備を進める。教務部との 新様式での作成は円滑に行うことが出来た。

連携を図り、円滑な作成に努める。 年間の準備日程を明確にすることが課題。

健康維持と環 新型コロナウィルス感染症への対策を通して 物資面でのコロナ対策は充実してきたが、学

境美化に対す 健康を守る態度や行動習慣を身につけさせる。 校生活のみならず、私生活も含めた精神面での

保健厚生部 る意識の向上 自覚をより一層促す必要がある。

健康で安全な 清掃区域や監督配置の工夫・清掃用具の拡充 清掃用具の補充や修繕を適宜行った。全体に

学習環境を自 によって生徒が動きやすい環境を準備すること 清掃は良く行われたが、手間のかかる部分の清

ら作り上げる ができた。より一層改善していきたい。 掃の向上が今後の課題である。

態度を養う。

主体性を持っ 生徒会が主体的に取り組むことのできる学校 生徒会は主体的に取り組もうという課題意識を

た生徒会活動 行事にするための支援や指導を行う。 持つ生徒が増えた。しかしながらコロナ禍で取

特別活動部 や部活動、ボ 部活動のさらなる活性化のための支援とボラ り組みの機会自体が減少してしまった。ボラン

ランティア活 ンティア活動に積極的に取り組む意識が高まる ティア活動についても校外の活動は減少したが、

動に積極的に ための指導を行う。 校内の活動には多くの生徒が参加した。部活動

取り組むため は活性化のための費用面での改善に終始した。

の意識を作る。

１ ボランティア等は、新型ウイルス感染症のため、実施できなかった。

総合評価 ２ 授業参観等の小中高の交流については、今以上に継続して続けたい。

３ 少人数授業等の取り組みについては、落ち着いた授業が展開できているので継続したい。

４ 部活動の活性化については、さらなる発展を目指す。

５ 新しい大学入試への対応については、生徒のためにしっかり取り組む。

６ 進路指導の充実については、進学・就職ともに生徒のために取り組みを続ける。

７ 50周年に向けては、同窓会を中心に進めるが、職員の理解と協力をお願いする。

８ 教員の働き方改革については、社会全体の課題であるが、業務改善も必要である。

９ 情報発信については、メディアへの情報発信やホームページの活用を積極的におこなう。

10 校内の環境整備については、きれいな状態に維持されているので維持していく。

11 ＰＴＡとの連携については、ＰＴＡの協力があるのはありがたいのでさらなる発展を目指す。



イ 学校関係者評価結果等
(ｱ) 学校関係者評価

「生徒の成長を第一に考える学校づくり」を推進する具体的方策について主な評価項目自己評価結果に

ついて・保護者の協力が大きな力となるため、ＰＴＡ役員、委員を通じてさらに多くの保護者にかかわ

りを持ってもらい、現状を見てもらう機会を多く持つようにしていく。

① 授業規律は年々向上している。

② 身だしなみは、指導体制が整ってきており、正しい着こなし、さわやかな姿が定着してきている。

③ いじめ防止については、未然防止・早期発見・早期対応を心がけるとともに校内の指導体制を整え

ていく。

④ 登校指導に加え、下校指導も実施し、全教職員による実態の認識と指導の実践に当たることが重要

である

⑤ 進路指導については、個に応じた指導を行った。進学・就職ともに希望の進路を実現できた生徒が

増加したので、この取り組みを継続して実施する。

⑥ 部活動は年々活発になってきており、地域からも評価されるようになった。

⑦ ボランティア活動等の地域連携は、今後も継続していく。

⑧ 生徒会活動に主体的に取り組む姿勢を作っていきたい。

⑨ 校内作成の広報紙の配布、掲示など、学校から情報発信をおこなった結果、学校に対して一定の理

解が得られた。

(ｲ) 今後の改善方策について

① 身だしなみは、自ら考え、自らから進んで整えられるよう指導する。指導は担当者だけでなく、学

校全体で組織的な指導を実践する。

② 自らが授業の必要性を感じる意識を醸成し、授業規律を向上させる。

③ 学校行事の狙いをより明確にして、生徒が自主的に取り組むよう、教職員が一丸となって生徒を成

長させる体制を整える。

④ 清掃活動を通じて環境美化に努め、清潔な学習環境の維持に努めるとともに、地域貢献による帰属

意識の向上を図る。

⑤ 社会の形成者としての望ましい資質の醸成が今後の課題である

(ｳ) その他（学校関係者評価委員から出された主な意見・要望）

① ボランティア活動、若者会議など地域連携をさらに充実させたい。

② 小・中・高間の授業参観、部活動交流などを充実させたい。。

③ 働き方改革で、行事の精選は必要であるが、カットするだけではいけない。

④ 部活動においては、野球部の頑張りが評価でき、他の部活動への刺激になっている。

⑤ 学校の魅力を、ホームページなどを活用して広報活動を積極的に行うべきである。

⑥ 保護者は卒業後の進路を見ているので、進学への実績を出して欲しい。

⑦ ＰＴＡ活動においては、役員の選出が困難を極める。

⑧ ５０周年に向けて準備を始める時期にきている。

(ｴ) 学校関係者評価委員会の構成及び評価時期

① 構成 学校評議員５名

① 評価時期 １月下旬

（５） 学校経営管理上の問題点

ア 時代の変化、ニーズに対応した教育活動をおこなうこと

イ 教職員の指導力向上のための現職研修を充実すること

ウ 高大接続改革に対応する体制整備をおこなうこと

エ 新学習指導要領の実施に向けての体制整備をおこなうこと

オ 生徒指導においては、生徒に指導の意義や指導基準を理解させ、教職員が学年、分掌の枠を越

えて全校体制で取り組むこと

カ 生徒の多様な進路目標を支援できる体制の充実を図ること

キ 東浦高校創立５０周年を踏まえ、同窓会との連携を強化すること

ク 保護者との連携を強化し、ＰＴＡ活動の充実を図ること

ケ 地域（町、町教育委員会、地元小・中学校等）との連携を強化すること

コ 施設・設備の点検や整備・補修の実施及び安全管理の徹底を行うこと


